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会長報告 渡 辺 勉 会長①
千葉県の台風による災害の件ですが、まだ多く

のところで停電が続いていて、電気が使えなくて
大変と言うことです。そんな状況の中で、災害に
つけ込む詐欺が横行していると言うことで、非常
に悲しいことだと思います。

停電の復旧に関しては、工事箇所が人の土地だ
と地権者に断らなければ立ち入ることが出来ずに
時間を要していて遅れていると云うことです。

災害時には必要な箇所へは強制的に立ち入れる
ように法律を改正した方が良いのではないかと思
います。1週間も2週間も大変な思いをしている
ということで、それが一番気になっています。

また、災害募金も行われるようですので、会員
の皆さんにはご協力をお願いしたいと思います。

幹事報告 本間 克明 幹事③
１．RI第2500地区より、2018-19年度の地区会計

決算書が届いています。

２．RI第2500地区より、「九州北部豪雨災害へ
のご支援について」依頼状。

３．秋の全国交通安全運動・遠軽町街頭啓発活動
を9月20日㈮午前10時から遠軽警察署庁舎前に
て実施、多くの会員の参加をお願いします。

本日のプログラム 夜間例会・懇親会
片石 忠洋 親睦活動委員④

乾杯の音頭は、先日の北海道マラソンで完走さ
れました髙橋義詔会員にお願いします。

髙橋 義詔 君⑤
今回は初めてコンディションの良い中でマラソ

ンが行われ、約90％の方が完走されました。
私も過去最高のタイムで満足しております。
本日、ご参会の皆さまのご健勝を祈念いたしま

して、又、これからの時間が有意義なものになる
ことを祈念いたしまして、杯を上げたいと思いま
す。“乾杯！” 【懇親会の模様は2面】

【名前後の○数字は写真の番号】

★開 会 点 鐘：渡辺 勉 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ：手に手つないで
★四つのテスト：－

第２９３６回 例 会 記 録
日時：2019年 9月19日(木)18:00～
会場：ホテルサンシャイン ２階
司会：金谷 正一 副ＳＡＡ②
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2019-2020年度 国際ロータリーテーマ

THE ROTARY CLUB OF ENGARU, AREA 4,RID2500

2019年 9月26(木) 12:30～
会員候補リストアップ

会員組織委員会

2019年10月 3(木) 12:30～
会 員 卓 話

国際奉仕委員会

9月20日㈮、「秋の全国交通安全運動・街頭啓
発」に参加した会員。左端は工藤泰之 警察署長
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9月12日 42 39 24 61.5%
9月19日 42 39 26 66.7%
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○電気の取り扱いは？
震災時は広範囲に停電が予測され、避難の際は

家電類のスイッチがON状態であることに気付き
づらい。揺れが治まり、身の安全を確認出来た
ら、家を離れる際は、可能な限りブレーカーを落
とす事が大切。停電から復旧した際の通電火災に
よる二次災害が多い。(阪神・淡路大震災での出
火の約6割がこれが原因)
○家具類の転倒・落下防止対策

過去の大規模震災で、家具類の転倒・落下によ
り被災者の30％～40％が受傷に至っている。

対策として、ホームセンター等で販売している
固定具を設置する、などがある。
○非常食・飲料水の確保：飲料水は最低でも3日
分は用意（1人1日3リットルが目安)
・生活用水：ポリタンク、浴槽等に汲み置きで確保
・非常食：アルファ米、ビスケット、板チョコ、

乾パン等を用意
○避難時の怪我防止、居場所を知らせる！
・飛散したガラスや釘等により手や足への受傷防
止：対策：スリッパ、軍手等の準備
・瓦磯の下敷きになったとき、周囲に存在を知ら
せる：対策：ホイッスル、懐中電灯の活用

※ 非常用バックを用意すると便利です！
○地域防災力の向上を
・阪神・淡路大震災での教訓

家屋の倒壊で多数の人が瓦礦の下敷きとなった
が、どのように脱出・救助されたか。

自力で脱出 34.9％
家族によって救出 31.0％
隣人・友人による救出 28.0％
消防隊・救助隊等による救出 6.1％

・震災時には、救助隊も限界があるので各地域で
の助け合いが必要です。
○日頃から、万一に備えることと、遠軽町地域防
災計画による避難所を確認しておくことが大事。

○地震の時「まず火を止める」は？
プロパンガス、都市ガスは通常、室外にガスメ

ーター（マイコンメーター）が設置されており、
震度5強相当以上の揺れを感知した時、ガスメー
ターが自動的にガスを遮断します。

無理に火を止めようとして火傷を負う危険があ
るので、余裕がなければ、まず身の安全を確保し
ましょう。※但しガスメーターが未設置であった
り、一瞬に火が燃え広がる可能性が高い状況の時
は、消火を優先しましょう。
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